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には，健常な被験者男性 3名 (Sub.A～C)，女性 3名 (Sub.D～
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図 2 PNA時系列波形の例
表 1 香りの有無による PNAの影響のまとめ
NONを基準とした NONを基準とした
GRAとの比較 LAVとの比較
被験者 傾向 有意差 傾向 有意差
Sub.A + 1%  
Sub.B + 1%  
Sub.C +   1%
Sub.D + 1% + 1%







し，香り呈示の平均 PNA との差を評価した．結果を表 1 に示
す．無臭とグレープフルーツとの比較結果では，被験者 6 人中
5人に有意差が確認されたが，ラベンダーに関しては女性被験者
のみ有意差が生じた．この結果より，女性の方が香りに対する
緊張緩和の効果が強いことが示唆された．
4 おわりに
本研究は，緊張状態を緩和するための香りの影響を検証する
ことを目的とし，評価実験を通してその効果を確認した．実験
結果より，緊張状態における香り呈示の効果は，女性の方が有意
な傾向が示され，香りは女性に対して有効な緩和手法として期
待される．今回は作業後に香りを呈示したが，作業前あるいは
作業中など香り呈示のタイミングの違いが及ぼす効果について
も検証していく．
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